
いくつかの出来事を含んでいる。それらは少し触れたが、ジェラル ドの数次に

渡るアイルランド行やウェールズ行である。アイルランドについては、ジェラ
ル ドは生涯のうちで都合 4回行つている。初回は 1183年で、王室の官吏になる

直前であり、 2回 日は 1185年である。そして、この 2度の訪間は、イングラン

ド王室に対するジェラル ドの反感形成過程を考えるとき、大きな要素となる。

初回のジェラル ドのアイルランド行は、自分の一族の者を訪れた旅だったとさ

れる。一族の者とは、第 1部で見てきたように、1169年にアイルランドに侵攻

し定住 した者たちである。このときジェラル ドは自分の一番上の兄、マノービ

アの領主であるフィリップ 。ド・バリと一緒に行った。フィリップは、彼らの

叔父であるロバー ト・フィッツ・スティープンが彼に与えてくれた南西アイル

ランドの新しい土地を受領しに赴くところだった60。 2回 目の 1185午のときは、

アイルランドを父ヘンリー2世より与えられた王子ジョンに同行した訪間で、

イングラン ドの官吏としての公的なものだった。この時ジェラル ドに課せられ

た任務は、アイルランド侵攻以来、そこで定着 し根を深く張りつつあったマー

チャーたちの動きを見張り、その行動を牽制するというものだった。

しかし、イングランド側の計算とは裏腹に、ジェラル ドはアイルランドにお

けるマーチャーたちの境遇に同情してしまう。これも第 1部でみたように、ヘ

ンリー 2世はアイルランド南西部におけるノルヤン・マーチャーたちの領土獲

得行動を押えつけるために、その地域への王権支配を厳しくした。例えばヘン

リー 2世による1170年のアイルランドにおける港湾封鎖やマーチャーたちが獲

得した土地を没収するという警告は、そうした政策の一端といえる。当然なが

らマーチャーたちは、アイルランドで獲得した土地財産に対するイングランド

王権の高圧的な介入には我慢がならなかったし、国王やその命令を遂行する王

室の官吏たちには憎しみすら抱く。特にジェラル ドの一族は、国王から行政長

官に任命されてアイルランドに派遣されてきたウィリアム・フィッッ・オー ド

リン OWimnm ttz Auddin∂ の高圧的なやり方に、苦しめられたという61。 も
しかしたらジェラル ドは初めてのアイルランド行の前から、彼の一族のイング

ランド王室に対する不満を開いていたのかもしれない。そして、心の中に反イ
ングランド王室感情のが、アイルランドの現状を見る前から芽生えていたのか

もしれない。いずれにしても、この初回と2回 日のアイルランド訪間が、彼の

反イングランド感情を形成する契機となったのは間違いない62。 ィングランド側
の目論見に反 し、ジェラル ドのアイルランド派遣は、彼をしてアィルランドの

身内であるマーチャーー族に多大な同情を抱かしめる結果となつた。そして、
まさにこの点に、ジェラル ドはまぎれもなくダヴェッドのマーチャー社会を故
郷に生まれてきた人間だつたということを、我々は再び確認できる。
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同様に、ジェラル ドの 2度に渡るウェールズ行は、ウェールズ人を牽制する

ための国王の政策の一環だつた。今度はジェラル ドに流れるもう一方のウェー

ルズの血が利用される。1188年の彼の最初のウェールズ行は、カンタベリー大

司教ボー ドウィンを伴つてのものだつた。ボー ドウィンは 1184年に没したジェ

ラル ドの理解者であつたリチャー ドの後継者で、そのウェールズ行の目的は第

3国十宇軍の必要性を説き、聖地に向かう兵員を募ることにあつたとされる。

だが、真の狙いはウェールズ全ての司教区の聖堂において大衆に祝福を授ける

ことで、カンタベリーの権威を知らしめることにあつた63。 この、カンタベリー

大司教のウェールズ全地域への説教の旅にジェラルドが同行したということは、

特別な意味がある。それは、カンタベリーの権威がウェールズに浸透すること

に、ジェラル ドが何ひとつ反対しない、黙認したということである。このこと

は、セント・デーヴィッズの大司教区問題にジェラル ドがこの時期無自覚であ

ったことを証明する以外の何者でもないといえるだろう。事実、ジェラル ドは

ボー ドウィンとの同行を非常に喜んでいた64.

ジェラル ドのウェールズ人への意識は、この時期成長が見られなかつた。彼

は多くのウェールズ語を知つていたし、その言語に興味もあつた。だがウェー

ルズ語を話せるように勉強しようとはしなかつた。要するにジェラル ドはウェ

ールズ人を野蛮だと見なしていたのである65。 ジェラル ドはボー ドウィ.ン と行つ

たこのウェールズ全土の旅から帰ると2冊の本を著すことになる。1191年 に完

成 した %θ Ja“げ ′滋
"ψ  tts と、1194年の 働θ¨ 滋″ 〆

″囲
“

である。この2冊には彼のウェールズ人への批判や軽蔑が随所に見てと

れる。例えばジェラル ドは次に示すように、カンタベリーを賞賛する一方でセ

ント・デーブィッズには冷淡である。

カンタベリーは国王の好意を享受している。莫大な富と資質に優れた

多数の司教たちの奉仕、そして文学や法律に精通した多くの学識豊か

な人々の存在。対してセント・デーヴィッズには、こういつた優れた

点は全く見られない。そのひどい状態への考慮が何もなされていない66。

ジェラル ドは、驚いたことに、裂
"Zね

短ウ″錮 〆 物
“

の中のある章で、

ウェールズ征服に関する助言さえやつてのけている。そして、本当に、それは

後のエドワー ド1世によるウェールズ征服 (1284年)の際に、数多くの貴重な

情報を与えたとされる67.ジェラル ドのウェールズ人への態度は、反感というレ

ベルではなく敵対的だつたといえよう。けれども、彼にとってはウェールズの

王族につながる高貴な血筋は全く別問題で、常にネス トの子や孫たちの勇まし

さと業績を賞賛していたのであり68、 この面で彼の態度には矛盾が見られる。

その後 1189年にヘンリー 2世が没すると、ジェラル ドはウェールズヘ 2度 (都
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合 3回 日、 4回 目になる)送 られる。この派遣の目的はイングランド国王死去
に伴って不穏な動きを見せようとするウェールズ側を牽制し、和平を維持する
ためのものだった。この 2度に亘る派遣の内で、最初の国王死去直後のウェー

ルズ行はカンタベリー大司教ボー ドウィンの指示によるもので、この時はジェ

ラル ドはうまく目的を果たしたといわれている69。 しかし後の方の 1192-93年
に亘つて行われたウェールズ派遣は、ジェラル ドを出せばウェールズの有力者
ロー ド・フリースとの間に友好関係を結ぶことができるとイングランド側が期
待したようには運ばなかつたようである。加えて、このとき同行したシトー修

道士ゥィリアム・ ウィベル トのジェラル ドヘの中傷は悪辣で、ウェールズ行よ

り戻つてきた直後から、ウィベル トはジェラル ドをイングランド国工に対する

反逆者であり、ウェールズ人の反乱を助長しているとの噂をまき散らし執拗に

攻撃したとされる70。 このようなジェラル ドヘの反発は 1180年代の後半に著し

く増加 したものと思われる。イングランド王宮のジェラル ドの攻敵たちは彼の

ウェールズの血を徹底して叩いた。ジェラル ドはウェールズ人のクォーターに

過ぎなかったが、政敵たちにとってみればそれで十分だったのである。後に、
ジェラル ドはイングランド王宮に対する自らの嫌悪感を述懐している。また王

官への度重なる貢献にもかかわらずヘンリー 2世やリチャー ド1世は自分に何

も報いてはくれなかったと嘆いている71。 こぅぃった宮廷の人々の侮辱や、懸命

な働きに対する報いのなさは、イングランド王官人あ抜き難い敵意となつて、
1190年頃までにはジェラル ドの中に大きく膨らんでいく。そして、そのことが

王室の官吏を辞める第一の原因となつていったのは間違いないと思われる。

もはやジェラル ドのイングランドの地で司教になるという夢は、潰えてしま
つた。もともと、彼のそんな夢は実現不可能だつたのかもしれない。ジェラル

ドはイングランド側にとって利用価値があっただけだった。領土欲に燃え、し

ばしばイングランド王権をも無視するノルマン・マーチャーと、反乱を繰り返
すウェールズ人を牽制するために、その双方へ血の繋がりをもつジェラル ドは

恰好の持ち駒ではあっても、王室官吏として厚く信任 し、ましてや国王の膝元
イングランドで司教を任せるには、まさにその双方の繋がりのゆえ、あまりに
も危険だった。いまやジェラル ドは著しくイングランド王権に対して敵意を強
めている。そして、ジェラル ドが 2度目のセン ト・デーヴィッズの司教選挙に
立候補し、その問いの過程で彼はさらに質的な転換を見せる。ウェールズ人と
してのアイデンティティをついに抱くに至るのである。
2-4 意識変化 :第 3段階 (1194-1203)

この第 3段階は、彼の人生のハイライ トともいえる時期である。1194年頃ま
では、ジェラル ドはウェールズ人はよく知っているが、彼らには何の好意も抱
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いていない。だが、セント・デーヴィッズの第 2回 目の司教選の期間(1198-1203

年)を通して、彼は劇的に変わる。わけても 1199年以降、ジェラル ドはセント・

デーヴィッズのカンタベ リーからの独立を叫ぶ聞士として、さらにはウェール

ズ全上の大司教を目指す人物として歴史の表舞台に登場してくる。そしてイン

グランド国王や、1190年に死んだボードウィンの後任としてカンタベリー大司

教になつたヒューバー ト・ウォルターと激しく対立する。ちなみに 1199年には、

ジェラル ドはセント・デーヴィッズの聖堂参事会で司教に推挙されている。つ

まり、セント・デーヴィッズの意思としては、ジェラル ドを司教にする方向で

固まっている。そして、ついにジェラル ドは、ウェールズ人こそ我がプリテン

の民族であり、自分はまぎれもないウェールズ人であると宣言するに至る72。 こ

の 6年間続いた 2度目の司教選を通じて、彼は、ウェールズ人のアイデンティ

ティを獲得するのである。

ただ残念なことに、ジェラル ドのウェールズ人に対する親近感の成長過程を、

彼が王室の官吏を辞めた 1194年から克明に追うのは、この間の史料の欠如によ

り困難とされている73。 しかし、彼の心情の変化の道筋は、おおむね提示するこ

とができる。推察できるのは、ベルナル ドが半世紀前に提起したセント・デー

ヴィッズの大司教区問題について、ジェラル ドは 1199年までに精力的に学び、

その意義を真に理解したに違いないということだ。もちろん彼はセント・デー

プィッズが、かつてはウェールズの大司教の総本山であつたという古い伝説を

以前から知つていたし、/そのことを自身の著作 乃θあ
“

げ 泌
"攣

″冨
“

に書きもしている。しかしこの 2度目の司教選に臨むまでは、彼はこの問題に

心奪われることはなかつた。ゆえにジェラル ドがウェールズ人へ接近し、つい

にはウェールズ人としてのアイデンティティを抱くようになるのは、このセン

ト・デーヴィッズの大司教区問題の正当性を理解 し、その結果 1人の聖職者と

して、古より大司教の威光輝く地としてのウェールズヘの意識を新たにしたこ

とが大きいと考えられる。そしてそれによつて、これまでは自分の高貴な側面、

つまり王族との繋がりという個人的なごく狭い面だけのウェールズとの関係を

誇つてきたものが、大司教区問題に啓発 されたことで、ウェールズ全体という

より普遍的なものへ誇りが質的に転化していつたせいかもしれない。

加えて、ジェラル ドのウェールズヘの接近は、彼が官廷から引退してほどな

く世に出し、イングランド王室とカンタベ リーからの完全な決別と敵対関係対

をもたらしたといわれている、力売 〆α遡‰リ
ー

″ arz遺 とぃぅ論文

であつたとされる74。 ジェフリーはヘンリー 2世の最年長の庶子で、晩年にはヨ

ークの大司教になった人物だが、野心家だったため政敵も多かったとされ75、 ィ
ングランドの最高司法官ヒューバー ト・ゥォルターも、そんなジェフリーの政
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敵の 1人だつた。ヒューバー トは、第二次十字軍に同行して 1190年 11月 19

日の中東アクレ (Acre)攻撃のときに戦死したボー ドゥィンのあと、しばらく

空位になつていたカンタベリー大司教の座を 1193年から兼ねるようになる。こ

の力蜂〆 a履‰明施 滅め″ 〆 yar■ の中で、ジェラル ドは当時まだ存命して

いたジェフリーの行動や人となりを称え、一方でジェフリーに敵対してきた

人々を弾劾する。恐らくジェラル ドは宮廷で孤立した自分の姿とジェフリーの

生き方を重ね、大きな共感を抱いたのだろう。何れにせよ、これは、ジェラル

ドを中傷したイングランドの宮廷人に対する仕返しだつたということができる

が、現実に生きている人々への痛烈な非難を下した書き物は、当時では極めて

異例で、そのジェフリーの敵対者としてジェラル ドに名指しされた者の中に、

ヒューバー ト・ウォルターがいた
“
。当然この論文への反発は凄まじく、ジェラ

ル ド2度日のセント・デーヴィッズ司教選におけるヒューバー ト・ウォルター

の尋常ならぎる敵意は、まさにここに出発していたといえるのかもしれない。

もう一つジェラル ドがウェールズ人へ接近していつた要因として指摘できる

のが、武器を持つて立ち上がったウェールズ人に対して下されたカンタベリー

大司教の破門の乱用である。ジェラル ドは政治的な目的のために、教会がこの

破門という最強の精神的武器を使 うことを非難 している。ジェラル ドは、ウェ

ールズ人が反乱を起こすのは防衛であること、つまり自分たちの体や土地、そ

して自由を侵略者ノルマン人から守るためだということを次第に気が付いてき

たものと思われる77。 もつともジェラル ド自身、かつてはセント・デーヴィッズ

の教区で教会改革運動を強力に推 し進めていた頃は破門を威嚇に使つていたの

であり、彼の言動には自己矛盾や一貫性の無さが終始つきまとう。

2-5 ウェールズ人ジェラル ドヘ

ジェラル ドの 2度日の司教選は 6年 という長い年月に及んでいる。これは、

セント・デーヴィッズの僧たちとジェラル ドが共同して事にあたり、教皇をも

巻き込んだ効果的な戦術で臨んだ結果だろう。ではなぜ教皇を巻き込んだのか。

そのねらいは、カンタベ リー大司教ヒューバー ト・ウォルターの横槍を防ぎ、

ジェラル ドの司教への、そして最終的には大司教への叙任を合法的に進めるこ

とにあった。ジェラル ドのこの 2度 目の関いは、ウェールズのイングランドか

らの教会的独立を達成し、ベルナル ドが半世紀前に目指したように、ジェラル

ド自身がウェールズの大司教になることを目的にしていた。しかし、ジェラル

ドにはベルナル ドと比べて決定的な違いがあった。それはベルナル ドがウェー

ルズの大司教になろうと思つたとき、彼はすでにセント・デーヴィッズの司教
だつた。これに対し、いくらセン ト・デーヴィッズの僧職による参事会で選ば

れたとはいえ、ジェラル ドはイングランド国王やカンタベリー大司教に承認さ
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れた「正式」な司教ではなかった。従ってジェラル ドは、まず教皇に直接司教
への叙任を請願 し、その次にウェールズの教会的独立を果たすため、大司教ヘ

の叙任を申し出なければならなかった。要するにジェラル ドは教皇に2つのこ

とをほとんど同時に願い出る必要があつたのである。教皇にとつてみれば、こ

れは確かに面倒なことではあっただろう

他方、ヒューバー ト・ウォルターにとつてみれば、ジェラル ドがセント・デ

ーヴィッズの司教になることは当然受け入れられない話である。だが最悪のケ

ースは、ジェラル ドが大司教になつてしまうことだった。こうなると、達成さ

れたウェールズの教会的独立が、さらに、ウェールズ人の反乱に火を注ぐこと

になり、その結果ウェールズのイングランからの政治的独立へと繋がりかねな

い。そのことを恐れていたヒューバー トは、ゆえにジェラル ドとの闘いで風向

きが思わしくなかつた初期の段階では、ジェラル ドが大司教になることを放棄

するのなら、セント・デーヴィッズの司教として承認しようといつた取引を持

ちかけたとされているЪ。だが、ジェラル ドはこの妥協案を一顧だにせず、ウェ

ールズの大司教となってイングランドからの教会的独立を果たすために邁進す

る。面子をつぶされた恰好のヒューバー ト・ウォルターは、それゆえ怒りの火

球となってジェラル ドの前に立ち塞がるのである。         ‐

1196年 6月 、セント・デーヴィッズの参事会は満場一致でジェラルドを司教

に選出すると、教皇インノケンティウス 3世にジェラル ドの司教への叙任をし

てもらうべく、彼を口‐rマに送る。ジェラル ドの、この司教叙任請願のための

ローマ行は生涯のうちに 3回にも及び、ベルナル ドのそれをも上回る。一方、

教皇インノケンティウス 3世は、ジェラル ドの主張に共感を示していたといわ

れている。ただ、教皇はこの問題を考慮するために、セント・デーヴィッズが

かつて大司教を擁 していた教会であったことを信じるに足る証拠、例えば歴代

の教皇から教会セント・デーヴィッズに与えられた特権といったものを証明す

るものを要求し、そのためにジェラル ドが教皇庁の記録庫を調べるのを許可す

るという好意を見せる。ジェラル ドはそこで、前述のベルナル ドのところで見

てきたエウゲニウス3世がカンタベリー大司教テオバル ドに宛てた1147年 6月

29日 付の手紙の写しを発見する。それにはセント・デーヴィッズがカンタベ

リーに従属すべき教会であるとい うことを、明らかに未決定の問題として残す

と記してあつた。そしてジェラル ドがローマからセント・デーヴィッズに戻り

教会の記録庫を探 してみると、エウゲニウス 3世のその手紙のオリジナルと、
ベルナル ドが集めたこのセント・デーヴィッズ大司教区問題に対するさまざま

な文書が出てきたのである70。 まさにこの頃はジェラル ドにとって2度 目の司教
選という闘い 一もはや、大司教への聞いといった方がいいかもしれない― の

©日本カムリ学会 2006 
Bwletin Astudiaethau Cymreig Siapan 2(2):9-43



ピークであり、ほとんど勝利を収めそうな勢いだった。

だが、カンタベリー大司教ヒューバー ト・ウォルターは政争経験豊富な、し

たたかな相手であり、勝つためにあらゆる手を講じていく。彼はジェラル ドが

最も頼りとするマーチャー~族に、手を引くようにと破門の脅しをかけて揺さ

ぶる。強く抵抗したジェラル ドの長兄フィリップ・ ド・バリは、ついには破門

されたと伝えられている∞。 ジェラル ドを満場一致で推 したセント・デーヴィ

ッズの聖職者たちに対しては、他の教区のより高い地位を約束したり、ときに

は賄賂を与えるといつた買収作戦でその団結を切り崩していった。リチャー ド

1世の不慮の死 (1199年)に よつてイングランドの王位についたジョンにも、

ヒューバー ト・ウォルターは強い影響を及ぼし始める。ジョンはジェラル ドと

一緒にアイルランドを訪れるなど、彼をよく知っており、もともとは彼に反感

を抱いていなかつたとされる。ジェラル ドに司教職を4回も申し入れたのも彼

の教会人としての高い学識に敬意を払つていたことの表れだろう。だから、セ

ン ト・デーヴィッズの参事会が派遣した使者の一行が、ジェラル ドを司教とし

て指名する旨の承認を求めるため海を渡り、フランスのシノンに居を構えるイ

ングランド国王に会いに来たときも、ジョンは好意的に彼らを迎え、ジェラル

ドが司教の座に就くことに暗黙の承認を与えたとされる31。 しかしそのジョンの

態度もヒューバー ト・ウォルターの影響によつてほどなく変わり、ジェラル ド

に対して敵意を抱き始める。そしてジェラル ドを助ける者は誰であれT座の敵

であると宣言するようになる。ジョンは日常的にジェラル ドを反逆者と呼ぶよ

うになり、ついには 1203年に、王の威厳を軽んじ平和を乱す王国の敵、と宣言

するに至るのである82。

ジェラル ドは、この 2回 目のセント・デーヴィッズ司教選の終わり頃までに、

完全にウェールズ人と同化してしまったと思われる。問いの最後は、ウェール

ズの君主たちがジェラル ドの中心的な支持者となる。初期においては、マーチ

ャーやセント・デーヴィッズの聖職者たちがジェラル ドの支持者だったが、も

はや彼らはヒューバー ト・ウォルターによって切り崩され沈黙している。そん

なジェラル ドの最後の作戦が、ウェールズの君主たちからの手紙を携えて教皇

インノケンティウス 3世に訴えるということだった。手紙には、セント・デー

ヴィッズの大司教区問題でジェラル ドが展開した論点の全てが記されており、

表向きはウェールズ君主たちが連名で教皇に宛てた形とはなってはいるが、そ

の草稿をジェラル ドが書いたのはほぼ間違いないとされる。この手紙が重要な

のは、強欲でウェールズの習慣や言葉を理解 しない司教ばかりをカンタベリー

大司教がウェールズに送り込んでくることを取り上げ、ウェールズ語を理解 し

ない人間はウェールズの司教になるのに値 しないとジェラル ドが指摘している
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点である
“
。ジェラル ドはウェールズの司教になろうとする者は、ウェールズ語

を話せなくてはならないとする考えを固めていた。つまり、言語こそアイデン

ティティの核であると、彼は明確に認識するようになつていた。ジェラル ドが

この問いの終り頃までに、ウェールズ語を著しく上達さていたことはほぼ確実

とされている雛。以前は、ジェラル ドはウェールズ語を喋るのを嫌がり、それを

喋る人々を軽蔑さえしていた。ウェールズ人と同化したいという彼の姿勢のみ

ならず、この聞い勝ちたいという彼の強い情熱を示すものとして理解できよう。

こんなジェラル ドを、ウェールズ中東部ポウイス (Powys)の君主グエンウィ

ンウィン (Q腱頭wttw→ は賞賛の気持ちを込めて次のように語つている。

わがウェールズは、しばしばイングランドと大きな戦いをしてきた。

しかし、この我らの時代に、セント・デーヴィッズが司教に選んだ者

によつてなされたものほど、偉大で、真剣なものはない。彼は、国王

と、大司教と、聖職者全員とイングランドの人々を攻撃し、悩ますこ

とを止めなかった。その、決して萎えることのない情熱で、ウェール

ズの栄誉のためにお。

ジェラル ドの、ウェールズ人であるという自己認識は、まさにこうした状況

の中でピークを迎えていく。そして、彼はさらに語気を強めついにはこう叫ぶ

のである。

わがプリテンの人民一それは今や WelsLと 悪しく呼ばれている―は、

絶え間なき反撃でノルマン人やサクソン人から自由を守り、その力と

武器でついに奴隷の頸木を取り払うに至った
“
。

ジェラル ド・オブ・ウェールズはついウェールズ人と同化した。

2-6 敗北

セント・デーヴィッズの司教選にかける凄まじいまでの情熱と、教皇インノ

ケンティウス 3世の好意と6年間という長い聞いの年月にもかかわらず、ジェ

ラル ドは最終的には敗れてしまう。それは皮肉にも教皇自身の決定だった。イ

ンノケンティウス 3世はイーリーとウスターの司教へ手紙を出し、この問題の

決定を表明した。手紙には延び延びになっているセント・デーヴィッズの選挙

を両司教に監督するようにと促し、セント・デーヴィッズの司教には適切な人

物が選ばれ、カンタベリーにて叙任されるべきことが記されており、セント・

デーヴィッズの大司教区問題については何一つ記述がなかった87。

教皇のこの決定の背景には、教皇がセント・デーヴィッズのほかに、当時も

う一つ巻き込まれていた別の選挙戦、 ドイツ国王をめぐる選挙問題が強く影響
していたものと考えられる。もともと教皇庁はドイツ国王フリー ドリヒ1世に

位 :1155-1190のイタリア圧迫政策に警戒感を強めており、その後継者ハイン
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リヒ6世のシシリー併合には危機感を抱いていた。このフリードリヒ6世の夭
折後、王弟シュヴァーベン太公フィリップ ●hihp of SwabiDと 、フリードリ
ヒ 1世によってイングランドに追われたハインリヒ獅子公の子オットー OttO
of SaxOnypの両者が、それぞれを支持する勢力によって国王に選ばれる。二重
選挙による混乱状態がドイツに出現するのだが、王位継承の正当性の面では、
フィリップに分があるのは明らかである。だが、フィリップは兄のハインリ6
世のシシリー政策継続を主張し、教皇側にとってはドィッ国王になってほしく
ない人物である。ゆえに教皇インノケンティウス3世はオットーを強く推す。
このオットーは、ィングランド国王ジョンの甥だった。教皇がオットーを推す
ことはまた、大陸政策に影響力を持つイングランド国王の強い後ろ盾が得られ
ることでもあり、教皇側にとっては好都合だったといえる。従つて、セント・
デーヴィッズの件で敢えてジェラル ドの主張を受け入れ、ジョンの印象を悪く
することは、オットーを推す上での共同戦線に亀裂が入ることになり、教皇庁
の利益にならない。こう教皇は計算したと推察できる

“
。教皇は一教会人として

はジェラル ドを理解できた。しかし、現実の政治的な事情から、彼を見放した
のだろう。

ジェラルドにとっての不運は、ヒューバート・ゥォルターという、この上な
いしたたかで策略に富んだ難敵と闘わなければならなかったことだ。だが、こ
のカンタベリー大司教が立ち塞がったから、ジェラル ドが勝てなかったわけで
は決してない。ジェラル ドが敗れた真の理由は当時の国際情勢であり、パワー
ポリティクスの結果だつた。だから例えカンタベリー大司教がもつと柔和な人
物だったとしても、ジェラル ドはやはり勝てなかったに違いない。
織

ジェラル ドが 2度日のセント・デーヴィッズの司教選を聞っていく過程で抱
くに至ったゥェールズ人としてのアイデンティティは、その後長く残ってはい
なかったとぃわれる。司教選に敗れ、ウェールズの教会的独立を達成するとい
う情熱が消え去っていくのと共に、彼のウェールズ人としての自己認識も消え
去ってしまったかのようである。1203年以降、ジェラル ドはイングランドのリ
ンカンに隠棲し、学問に耽ることで身を慰めながら1223年に没する。彼のウェ
ールズ人に対する醒めた意見は、1203年以降に書かれた彼の書物の中に散見で
きるという。隠棲後のジェラル ドは、ウェールズ人に対する情熱を見る限りは、
何の共感も抱かなかった 2度 目の司教選前の状態に戻つてしまったかのようだ。
彼のこの変わりようについてはぃくつかの理由が考えられるが、一説によれば
ジェラル ドは元来がコスモポリタンで、彼にとっては故郷のウェールズの町に
いるよりも、パリやロンドンにいるほうが快適だったのだという89。 もしそうな
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ら、ジェラル ドがウェールズ人に共感し、同化していつたのは司教選を闘い抜

くための味方を得る単なる戦術、計算とみなすこともできよう。

しかし、これは説得力のあるとらえ方とは思えない。もし単なる戦術なら、

ジェラル ドは言語がアイデンティティの核であると認識して、積極的な態度で

ウェールズ語を学ぶ姿勢は持たなかっただろう。また、戦術や計算では、12世

紀当時にブリテン島の西端ウェールズの地から、海を渡リアルプスを越えてロ

ーマまで、 1度のみならず 3度までも行けるものではない。肉体的な強さのみ

ならず、精神的な強さ、信念がなければ成せる技ではないからである。むしろ

ジェラル ドについては、首尾一貫性を欠いていたと考えるほうがより適切だろ

う。すでに見てきたように、ジェラル ドはセント・デーヴィッズの司教の座を

めぐる2度 目の問いの直前まではウェールズ人を見下していた。しかしその司

教選の最中に彼はウェールズ人に同化していき、そしてその後再び変わる。そ

のいずれの場合もジェラル ドは本気であり、自分に正直だつた。要するに考え

方が場あたり的で一貫性がないのである。

しかし、こうした首尾一貫性の欠如は、多かれ少なかれ混血の、つまリウェ

ールズやイングランドの地において征服者階級を形成していたノルマンーウェ

ルッシュ、あるいはアングローノルマンといった 2つの血を持つ人々の宿命だ

つたのだろう。なぜならば、彼らは一様にウェールズ人でもあリノルマン人で

もあるという、アイデンティティ上のジレンマを抱えていた。こうした混血ゆ

えのジレンマを抱える人々は、自分たちの精神のルーツを求め、その2つの血

の狭間で揺れ、思考の行き来を繰 り返すものである。しかし、このような動揺

は永遠には続かない。結局のところ、好むと好まざるとにかかわらず、征服者

は被征服地で圧倒的多数を形成 している土着の人々と混血し、同化していかざ

るを得ない。もし、征服者がそこでの永久なる定住を欲するならば、だ。そし

て実際、ウェールズに侵攻してきた征服者ノルマン人は、この地に定住する以

外に道はなかった。このことは必然的にノルマン人をその地のネイティヴ、つ

まリウェールズ人としてのアイデンティティを抱かせる道に導いて行く。
ジェラル ドの場合は、このような例、即ち征服者階級に属する人々が陥った

アイデンティティの危機と、その次に来るネイティヴヘの同化といつた現象を
考えるときの、一つの事例としてとらえられる。それはいうならば、征服者階
級のある一人の人間が、一歩だけ先に勇気を持って土着のウェールズ人の方に
進んだ。しかし、すぐにまだ純粋な征服者ノルマンの血を保っている者たちに、
寄ってたかって苛められ叩かれてのびてしまったという歴史の一つの出来事だ
つたと表現してもよい。実際にジェラル ドは、ノルマン人のプリテン島のネイ
ティヴヘの同化という歴史の流れの中で、早い段階でウェールズ人に同化して
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いつたのである。

征服 した側の民族としてのアイデンティティの危機と、それに続くネイティ

ヴとの同化は、プリテン島において次第に一般的な現象となつていく。ジェラ
ル ド・オブ・ゥェールズは、一歩だけ、他のノルマン人の先を行つたのだ。ゆ
えに、本論で述べてきたジェラル ドのケースは、母国である大陸フランスとの

精神的絆を断ち、やがてプリテン島に住む民族として、「プリティッシュ・アィ

デンティティ」を獲得するに至る征服者ノルマン人の変化の、「起源」と見るこ

とができるだろう。そして、ジェラル ドのウェールズ人に対する感情の一貫性
の無さ、つまり彼自身の民族や文化の拠り所をめぐる混乱は、全体として見れ

ば、この 12世紀のプリテン島に次第に現われてきた征服者のルマン人のアイデ
ンティティ・クライシスの、一つの反映にはかならない。
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